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＜努力賞＞ 

岩越 タツヨさん・中田信枝さん…同室者と一緒に休憩ができました。 

伊元 サチ子さん…抜歯を受け入れることができました。 

勝山 道代さん…足漕ぎでの運動を頑張っています。 

高 チエ子さん…洗濯機の操作を覚え、取り組むことができました。 

永田 三十六さん…障がい者スポーツ大会に向けて練習を頑張りました。 

碩 友美さん…落ち着いて皮膚科の受診ができました。 

盛 重和さん…シーツ交換を頑張っています。 

 

 

５月２８日（木）、奄美看護福祉専門学校の中曽根 太呂生さん

（なかそね たろう）と原薗 望生さん（はらぞの のぶき）の実習

生２名によるレクリエーションが行われました。利用者の皆さん

は輪になり、お二人の説明を聞きながら、体操をしたりボールを

使った競技に取り組んでいました。レクリエーションの最後に行

った玉入れでは、利用者さんの沢山の笑顔も見られ何度も球を拾

い、ゴールに投げ込んで盛り上がっていました。中曽根さん、原

薗さん、とても楽しい時間を有難うございました。（記事：隈元） 

５月１０日（日）、鹿児島市にある鴨池陸上補助競技場にて

開催された、第２０回鹿児島県障がい者スポーツ大会に永田

三十六さんが愛の浜園代表として出場しました。種目は「フラ

イングディスク競技・（アキュラシー・ディスリートファイブ）」で

す。この種目は５ｍ先の輪っか状のゴールまで１０投連続で投

げて何回入ったかを競う種目です。競技場に入ると沢山の審

判団、ボランティアスタッフ、他の施設の利用者さんたちがい

て少し戸惑う私の横で、大きな声で「おはようございます！」

と、挨拶を次々に交わし、場慣れしている様子の三十六さん。

会場内ではあちらこちらで本番前の練習をしていました。三十

六さんも早速練習に入り準備を整えると、開会式が始まり開

会式の終わりには百名ほどの利用者さんたちが空に向けて一

斉にフリスビーを投げる光景が印象的でした。さて結果の方で

すが、ほんの少しの差で入賞を逃してしまい、帰り道は落ち込

む様子の三十六さんでしたが、「美味しい物を食べに行こ

う！」と、気持ちを切り替えて、楽しく食事をする事ができ、好き

な物を食べて大満足の三十六さん。大会を振り返って三十六

さんからは「体力的な衰えもある…」という話もありましたが、

大好きなカラオケを嬉しそうにまた力強く歌う姿にはまだまだ

パワーがあり私も元気を貰いました！      （記事：徳山） 

                                       
 

奄美地方の梅雨入りが発表され

間もない５月７日（木）、心配され

た雨もなく爽やかな青空のもと清

掃ボランティア活動へ繰り出しま

した。知名瀬の集落内をみんなで

歩きゴミ拾いです。とはいえ集落

内にほとんどゴミはなく綺麗でさ

ながら “̀ゴミ探し大会”といった

様子。皆で目を凝らしてごみを探

しました。集落の皆さんと出会う

度、明るく挨拶を交わしながら爽

やかな時間を過ごしました。 

（記事：稲村） 

知名瀬の清掃ボランティア

手作りのメダルを

いろんなレクリエーションに取り組みました！

＜奉仕賞＞ 

酒井 真希さん 

…朝の掃除時に自主的に工芸室のモップ掛けをしてくれました。 

永田 三十六さん 

…フレンド４前の道路の穴埋め（石ころ）の整備をしてくれました。 

濵手 輝代さん 

…昼食後の歯磨きの際、 

女性休憩室の洗面台掃除を欠かさずしてくれています。 

 

朝谷 テツミさん…友だちに優しくしてくれました。 

森山 麻李亜さん…友だちを励ましてくれました。 

勝山 道代さん…友だちの体調を気遣ってくれました。 

花牟礼 まり子さん…友だちの話をよく聞いてくれました。 
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